
評価項目 評定 評定 評定 総合評定 保護者コメント 結果分析 評価 学校関係者　評価コメント

楽しい学校

① 児童が、楽しく
学校で過ごせ
るよう手立てを
とっている。

3.3

① お子さんは、楽
しく学校に通っ
ている。

3.5

① 学校は楽しい。

3.6 3.5

児童のやる気
を引き出す活
動と児童の活
躍に対する賞
賛

② 児童のやる気を
引き出す活動を
多く取り入れな
がら、がんばり
を認め、賞賛の
言葉かけ等を
行っている。

3.3

② 学校は、子ども
たちのやる気を
引き出す活動を
多く取り入れな
がら、がんばり
を認め、ほめる
取組を行ってい
る。

3.3

② 先生たちは自
分のがんばりを
ほめてくれる。

3.6 3.4

教師力の
向上

③ 児童の学力向
上のために「わ
かる授業」や
「学習内容の定
着の工夫」を
行っている。

3.3

③ 学校は、子ども
たちの学力向
上のために「わ
かる授業」や
「学習内容の定
着の工夫」を
行っている。

3.3

③ 先生が教えてく
れることや授業
は、分かりやす
い。

3.7 3.4

教科指導

④ 授業の中で、タ
ブレットパソコン
やICT機器等を
使いながら一
人一人に応じ
た指導をしてい
る。

3.1

④ 学校は、授業の
中で、子どもた
ちの学力向上
ために、タブレッ
トパソコンを使
いながら一人
一人に応じた
指導をしてい
る。

3.2

④ タブレットを使っ
ての授業は、楽
しくて分かりや
すい。

3.8 3.4

家庭学習の
習慣化

⑤ 宿題や読み声
などの児童の
家庭学習に対
して、保護者に
丸つけや声か
け、励ましなど
をしてもらうよう
啓発している。

3.2

⑤ 保護者として、
宿題や読み声
などのお子さん
の家庭学習に
対して、丸つけ
や声かけ、励ま
しなどで関わっ
ている。

3.4

⑤ 家で宿題や宅
習などにきちん
と取り組んでい
る。

3.5 3.4

家読の取組

⑥ 「家読（うちど
く）」の取組に
向けて、児童や
保護者に環境
づくりや声かけ
を行っている。

3.2

⑥ ご家庭で、「家
読（うちどく）」
の取組に向け
て、お子さんが
家で本を読む
ための環境づく
りや声かけを
行っている。

2.8

⑥ 家でもよく本を
読んでいる（読
書をしている）。

2.9 3.0

・授業参観で教室に行くと、子供たち
が学びやすいようにさまざまな教材が
用意され、張り紙なども多数あり、先
生の日々子供たちの事を考えている事
が感じられてとても感動しています。

・学校は楽しいみたいですが、担任に
よって授業の理解度に差がでて、今は
わからないそうです。確かに参観日で
拝見しても何をしたいのかよくわから
ない授業だなと思いました。

・宿題の丸付けを保護者が行うように
求められているが、解答なしでの丸付
けは大変に感じる。保護者の答えが
合っているのかも自信がないものもあ
るので、丸付けを求めるのであれば解
答が欲しい。また、子どもは毎日頑
張って取り組んでいるが、担任の先生
からは毎日花丸等もなく押印のみのた
め、かわいそうに感じる。それなら宿
題はなくしてもいいのでは…と思う。

・宿題の答えを配布またはメールで
送ってもらいたい。親と今の子供達で
は解き方が違う場合があり、へたに教
えられない。また上学年になるにつれ
親も解くことができない問題があった
りするから。

学校経営ビジョン
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【学校の教育目標】たくましく、なかよく生きる、かしこい財っ子の育成
【学校経営ビジョン】「チームで、子ども一人一人を大切にする学校」
　　　　　　　　　　　　　　　　　①一人一人に将来必要な力をつける学校　　②職員、保護者、地域みんなで教育に関わる学校　　③笑顔あふれる学校

・一年生で泣いていく日もありました
が、帰ってくると楽しかったーと笑顔
です。励まして、前向きに取り組ませ
てくださる先生方に感謝です。

・とても楽しく学校に通っています。
先生方も寄り添ってくれていて、よく
子供からも先生方の話を聞きます。地
域のみなさんや保護者の方々が協力し
ている姿をよく見ます。学校生活はと
ても安心できます。いつも温かく迎え
てくださりありがとうございます。

・「何が原因で言い争いになったの
か。」という事をしっかりと聞き取っ
て適切にご指導いただけると有難いで
す。子供同士のトラブルが原因で学校
が楽しくない、行きたくない。という
日があります。先生に相談しようか？
と提案しても本人は相談する勇気も気
力もなくなっている状態です。

・「楽しい学校」については、児童、保護者とも肯定的
な回答が多く、教師の励ましや寄り添い、承認が児童
にとって「楽しい学校」になっていることがわかる。
同様に、児童の賞賛について不足していると教師側は
感じているものの、先生たちがほめてくれていると感じ
ている子どもたちが多い。

【改善策または継続策】
・児童同士のトラブルについては、児童の言い分を丁
寧に聞き取るとともに、担任一人で対応するだけでな
く、学年の職員や管理職も一緒になって対応していく。
児童が、「学校が楽しい！」と家族の会話の中でも話
題が出るように、職員一同、より一層の手立てを講じて
いきたい。
・気になる児童に関しては、全職員で共通理解しなが
ら、全職員で見守る体制を整えていきたい。また、関係
機関等や地域とも連携を図りながら組織的に対応し
ていきたい。

　・教師力の向上、教科指導においては、多くの児童は
先生が教えてくれることや授業は分かりやすいと回答
しており、日々の教材研究やICTの効果的な活用が、
学習の分かりやすさとして効果をあげていると考えら
れる。
・「家庭学習」においては、我が子の家庭学習に関
わっている保護者が多く、児童も忘れずに取り組んで
いることが分かる。しかし、宿題を教えることへの不安
がある保護者もおり、安心して宿題に関わることがで
きるサポートを学校側がしていかなければならない。

【改善策または継続策】
・今後も、ICT（情報機器）を使うだけではなく、どのよ
うに効果的に活用できるかを意識して授業づくりに取
り組んでいく。
・宿題への取り組ませ方、解答の配付のしかたについ
て年度当初に学年内でしっかりと検討し、保護者の理
解と協力を得られるようにする。
・教師相互の学び合いや教材研究の時間の確保を通
して、職員の一層の授業力、指導技術の向上に努め
る。
・花まる先生や地域の方々の協力を得ながら、授業支
援や個別指導の充実を図り、児童の実態に応じた対
応を進めていく。
・「家読（うちどく）の習慣化」については、保護者が、
十分に取り組めていない家庭もあり、学校外であまり
本を読んでいない児童もいる。メディアが読書より優
先されてしまう傾向もあるため、読書の大切さや取組
の工夫を啓発していく必要がある。

令和５年度　日向市立財光寺小学校　自己評価及び学校関係者評価書

3.4

3.1

○「一人の子どもも残さない」という姿勢で臨んだ今年
度であったように感じる。多様化する子どもの特性を
考えながらともに進んできた。しかし、もう少し元気な
子どもたちが増えてほしい。
○児童一人一人個性を持っている。保護者、先生は
それらを見出して伸ばしてあげることが大切。保護者
はコミュニケーションをとりながら見守ることが大切で、
子どもの興味や選択を受け入れ、それを伸ばすため
のサポートを日頃より意識してほしい。様々なイベント
に一緒に行き、いろんな大人と関わらせてほしい。
○学校、地域、家庭が一つになり、いろいろな行事に
それぞれが協力していただいたことで楽しい学校につ
ながっていたと思います。
○小さな問題にも校長先生はじめ対応してくれたこと
に感謝。
○楽しく元気に過ごしている印象が見て取れる。
○児童が学校は楽しいと思っていることがうれしい。
○先生方が子どもに向き合い、子どもが自分のことを
大切に思っていてくれていると感じたことで学校が楽し
くなるのだと思う。

○学校の教職員は学習を分かりやすく工夫して
進めているが、家庭学習があまりよくできてい
ないにように思える。宿題の丸付けも子どもと
一緒に教科書を広げながら学ぶ姿勢があった方
がいいと思う。親も1年生から6年生へと成長し
てほしい。参観にも来てほしい。
○宿題で悩まされいる保護者が多い。他県の学
校での取組も参考としながら、工夫してほし
い。
○保護者が宿題を安心して、ある程度正確に教
えるためには、解答や解き方があるとよい。
○花まる先生を1年生にもつけることはできな
いか。
○家での読書習慣をもっと増やしてほしい。
○参観日の懇談の出席率を上げる工夫をしてほ
しい。（お知らせだけではなく、保護者同士の
情報交換の場など）
○タブレット等を使った先進的な学習ができて
いる。
○ＩＣＴの活用として、学校での学習の結果や
傾向が保護者のスマホで見られるようになると
いい。
○本をたくさん読むことは将来への財産。たく
さんの本を読むべし。
○子どもをほめること、自信を与えること、そ
の一言で未来が変わる。



よりよい人間
関係の醸成

⑦ 児童のよりよい
人間関係づくり
やいじめを防止
するための取組
に努めている。 3.4

⑦ 学校は、子ども
たちのよりよい
人間関係づくり
やいじめを防止
するための取組
に努めている。

3.1

⑦ クラスやまわり
の友だちと仲良
くしている。

3.8 3.4

あいさつの
励行

⑧ 地域や家でも、
児童がしっかり
とあいさつがで
きるように指導
や声かけを行っ
ている。

3.1

⑧ ご家庭で、地域
や家でもお子さ
んがしっかりと
あいさつができ
るように指導や
声かけを行って
いる。

3.5

⑧ 家や地域でも
あいさつや返事
をきちんとして
いる。

3.7 3.4

メディアコント
ロール

⑨ メディア（スマ
ホ・タブレット・
ゲーム等）の適
切な使い方に
ついて、適宜、
指導している。

3.1

⑨ メディア（スマ
ホ・タブレット・
ゲーム等）の使
い方についてお
子さんと話し合
い、家庭でルー
ルを決め、約束
を守らせてい
る。

3.1

⑨ 携帯・ｽﾏﾎ、ﾀﾌﾞ
ﾚｯﾄ、ｹﾞｰﾑの使
い方のやくそく
を守っている。

3.4 3.2

きまりを守る

⑩ きまりや社会で
のルール・約束
を守る大切さに
ついて指導を
行っている。 3.5

⑩ 学校は、きまり
や社会での
ルール・約束を
守る大切さにつ
いて指導を行っ
ている。

3.4

⑩ 学校のきまりや
約束をきちんと
守っている。

3.6 3.5

体力向上

⑪ 体育の授業や
外遊びの推進
等により、体力
づくりに取り組
ませている。 3.1

⑪ 学校は、体育の
授業や外遊び
の推進等によ
り、体力づくりに
取り組んでい
る。

3.3

⑪ 体育の授業や
昼休みの外遊
びで体をたくさ
ん動かしてい
る。 3.6 3.3

望ましい生活
習慣と健康管

理

⑫ 児童の健康管
理や生活リズム
の定着に向けて
の取組や指導
の工夫を行って
いる。

3.0

⑫ 学校は、子ども
たちの健康管
理や生活リズム
の定着に向けて
の取組や指導
の工夫を行って
いる。

3.3

⑫ 毎日の歯みが
きや朝ごはんな
ど、健康のため
にきまりよい生
活をしている。 3.7 3.3

食育指導

⑬ 食育の充実を
図るとともに、食
物アレルギー等
への対応を適
切に行ってい
る。

3.5

⑬ 学校は、食育の
充実を図るとと
もに、食物アレ
ルギー等への
対応を適切に
行っている。

3.6 3.6

・参観日などで子供のクラスをみてい
るとクラスの雰囲気がとてもよく、子
供達もいきいきと活動していました。
・男女の仲が良い事に感心します。誰
とでも仲良く楽しそうに学校生活を送
り、遊ぶ姿が安心できます。

・もう少し、授業で画面を使う機会を
減らしても良いかなぁと思います。メ
ディアコントロールって言ってるくら
いなので。
・タブレットを使うクラスと使わない
クラスの差があり、あまり使わないク
ラスからしたらいつでも使えて羨まし
いと言う事がある。使い過ぎるのもメ
ディアチャレンジを推薦しているのに
…と疑問に思う事があります。

・放課後の過ごし方が悪い生徒が目に
つきます。（道路で広がって自転車に
乗ったり、遊んだり、人の敷地に入っ
たり）
生徒を指導されている時の先生方の言
葉遣いが気になる時があります。
子供は真似をしますので、汚い言葉は
つかわないでほしいです。
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・いじめ防止については、アンケート等による実態把握
から、教育相談、いじめ対策委員会での情報共有、指
導・観察・見届けというサイクルにより、学校全体で取
り組むことができた。ほとんどの児童が、周りの友達と
仲良くしていると回答している。
・校内では積極的にあいさつができる児童も多いが、
あいさつをしても返せない児童もいる。また、登下校時
や地域でのあいさつは今一歩である。
・メディアコントロールの取組を年２回実施した。この期
間は家族の協力のもと、スマホやタブレットといったメ
ディアとの付き合い方を考えることができていた。
・放課後の地域での過ごし方について、地域の方に迷
惑をかけるような行動が見られた。

【改善策または継続策】
・毎月のいじめアンケートや児童の観察をもとに、いじ
めを見抜く教師の目、絶対に許さないという学校全体
の雰囲気が醸成されるような研修、対策会議を継続
的に実施していく。
・全職員、保護者、地域を巻き込んでの｢あいさつ運
動｣を推進する手立てを工夫する。
・メディアコントロールの取組については、各家庭の取
組も情報共有しながら、他の家庭の参考となる資料を
提供していく。
・問題行動が起きた場合は毅然とした対応をとるとと
もに、通信や安心メール等を通して情報を発信し、保
護者とともに児童の規範意識の向上を図る。

・コロナ禍前に比べて学校で何が流
行ってるのか病気などの情報が少な
い。病院に行って何が流行ってますか
と聞かれても答えられない。学級閉鎖
なども自分のクラス以外わからない。
学校での流行り病、流行り具合を知る
ためにも情報が欲しい。

・6年生は調理実習が減ったと思いま
す。食育や思い出が増えたりとても大
事な学習なので、3学期は増えるといい
です。

3.2

3.4

○交通ルールやメディア使用のことで問題があるよう
に思える。自分のことがきちんとできること、他の人に
も気を配れる豊かな心が育つよう、地域の力添えがも
う少し。
○メディアやゲームで簡単に命を奪ったり物を略奪し
たりすることに夢中になっている児童の行く末は・・・と
考えたとき、ショックを感じる。他人を思いやる心、生
命や人権を尊重する心、自然や美しいものに感動す
る心、正義感や公正さを重んじる心などを育むため
に、地域ができることはたくさんあると思う。
○登下校のあいさつができていない子が目立つ。
○メディアコントロールの回数を増やしてほしい。
○先生方も大変だとは思いますが、朝、交代で10分
でもいいのであいさつ運動に加わってほしい。
○財光寺小ができていないというわけではないが、問
題が起きたときに「学校側の対応に問題があったので
はないか」という視点で対応してほしいと思います。真
実は分かりませんが、ニュースなどで「いじめ」の話題
が出ると学校や教育委員会の煮え切らない姿勢に対
して残念に思うからです。
○財小の子たちは率先して挨拶してくれる子が多い。
逆に大人の方ができていない。
○登校時のあいさつはよくできているが、帰り道のあ
いさつはできない子も見られる。

○朝の登校時、元気がない。朝食や睡眠などに十分
な気配りがないような気がする。運動会では、元気の
よい、きまりよい姿が見られてよかった。
○帰宅後の体力づくりを保護者と一緒に取り組んでほ
しいです。
○学校で流行っている病気の情報発信をしてほし
い。
○むし歯の治療の必要性の発信を推奨していってほ
しい。
○むし歯の治療率向上に関して、歯科医院との情報
共有やWIN-WINになれる関係づくりが大切。
○育成会やＰＴＡ活動へのネガティブな印象の払拭
のため、「楽しく」「為になる」ような情報発信方法の改
善や保護者の意見も取り入れたイベントの企画等が
必要だと思います。イベントが子供や保護者のニーズ
に合わない内容になったり、先生方が任せっきりに
なったりして盛り上がらないため、主体的に取り組めな
い等のことが起きているようにも思います。
○コロナ禍により、体力低下や免疫力の低下が考え
られるので、無理のない範囲で体力向上に取り組ん
でほしい。
○運動会を久しぶりに観て、子どもたちの成長に感動
した。

・常時活動である外遊びについては学校をあげて推
奨しており、昼休みにはたくさんの児童が外遊びを楽
しんでいた。職員も可能な限り運動場に出て、児童と
一緒に体を動かすようにしている。
・体力向上の一環として、3学期に長なわに全校で取
り組むことにした結果、授業や昼休みを使って、長なわ
に取り組む姿が見られるようになった。
・むし歯の治療率が低い。更なる啓発が必要である。
・食に関する指導については、市内の栄養教諭との連
携を図った食育授業を計画的に各学年で実施するこ
とができた。また、食物アレルギーの対応については、
誤飲誤食等がないように、関係職員で万全な体制を
とりながら対応をしている。

【改善策または継続策】
・体力向上プランをもとに、継続して体力づくりに取り
組めるよう、工夫した取組を実施していく。
・感染症が流行した場合は、安心メールを使ってでき
るだけ早く保護者に伝達するように努める。
・むし歯の治療率を高めるため、保護者への働きかけ
をしていく。
・栄養教諭や外部講師と連携しての食育授業を継続
するとともに、偏食や少食の児童に対し給食の意義を
理解させ改善を図っていく。



コミュニティー
スクール

⑭ 体験活動や地
域の人材、資源
を生かした学習
活動を積極的
に行っている。 3.1

⑭ 学校は、体験活
動や地域の人
材、資源を生か
した学習活動を
積極的に行って
いる。

3.5

⑬ 校外での学習
や地域の人との
学習に楽しく取
り組んでいる。

3.7 3.4

PTA活動の
取組

⑮ 保護者として、Ｐ
ＴＡ活動や地域
での活動に積
極的に参加して
いる。 2.8 2.8

地域活動への
参加

⑯ 地域で行われ
るさまざまな行
事や活動に、お
子さんを積極的
に参加させるよ
うにしている。

2.8 2.8

情報発信

⑮ 通信や学校HP
等を通じて、学
校内外の情報
を分かりやすく
発信している。 3.1

⑰ 学校は、通信や
安心安全メー
ル、ホームペー
ジなどを通じ
て、学校内外の
情報をわかりや
すく発信してい
る。

3.4

⑭ 地域の行事や
活動にすすんで
参加している。

3.4 3.3

① 2.5

② 2.3

③ 2.8めざす児童生徒の姿の実現のために、中学校区内の学校で共通実践が進められている。

小中一貫教育に関する自己評価

・保護者一人一役で活動をしている
が、全く参加せずLINE等も無視をする
家庭がある。こっちも子供の習い事や
仕事を調整してやってるのに不公平感
が強い。
・PTA活動の見直し

・お忙しい中、先生方が出してくれる
学級通信を楽しみに、ありがたく読ん
でいます。いつもありがとうございま
す！
・安心メール等を活用したお知らせ
は、いつでも確認が出来るので助かっ
ています。
・以前はホームページの更新を沢山し
ていたが、最近はあまりされていない
(特に給食の献立)。学校の様子が分かる
ように、もっと更新してほしいです。
・参観日や週に一度の学級通信以外に
も学級内の様子がわかるもの（配布
物）があるといいなと感じました。

地

域

と

と

も

に

あ

る

学

校

2.6

○今年度は育成会からの離脱もあり、ＰＴＡ活
動も少し寂しいところを感じました。保護者の
参加が少ないようです。もっと地域や学校を身
近に感じられる環境づくりを頑張る必要がある
と思います。
○コミュニティースクールの活動を活発にした
い。地区の公民館での活動、防災・避難訓練に
参加、餅つき大会、敬老会など。
○コミュニティースクールに関しては、地域の
人たちの協力を得て一つ一つの行事を行うこと
ができたことに感謝。
○コミュニティースクールは家庭や先生は年々
変わっていく中で地域の人材はほとんど変わら
ずに継続して関わっていけることがメリットで
あるため、地域の一員としてずっと協力してい
きたい。
○ＰＴＡ活動や通信などは、全国の事例も調べ
ながら、ITを活用したよりより活動に進化でき
るといい。
○今の時代、ＰＴＡ活動や育成会活動は時代の
流れか価値観の違いで難しくなっている。
○地域行事に参加することは、子どもの安全に
もつながります。そのために、関係者は子ども
たちが地域の活動に参加できるよう、話し合を
進めていくことが必要です。

・地域と連携した活動については、地域コーディネー
ターに尽力していただき、計画・実施することができ
た。
・PTA活動においては、コロナ禍を経て、当たり前に行
われてきた活動に対する見方が変わったこともあり、
見直しの声が上がってきている。今の時代に合った
PTA活動の在り方を模索していくことが求められてい
る。
・地域活動への参加については、育成会との兼ね合い
もあり、学校だけで取り組めるものではないが、学校
でできること（地域活動の周知と呼びかけなど）を積
極的に行っていきたい。
・安心メールによる情報発信は積極的にできたが、
ホームページを通した学校の取組やお知らせの周知
については今一歩であった。

【改善策または継続策】
・ＰＴＡ総会や保護者が集まる場面で、学校から発信す
べきことや小中一貫教育、コミュニティ・スクールの意
義、地域行事、ＰＴＡ行事に参加することのよさやメリッ
ト等についてより積極的に発信していく。
・PTA組織の在り方については、保護者の声も参考に
しながら、計画的に見直しを図っていく。また、学校行
事やＰＴＡ行事の精選と計画の改善を行いながら、保
護者がより参加しやすいように工夫していく。
・ホームページの定期的な更新や安心安全メールを活
用した積極的な情報発信を心がけるとともに、情報を
受け取る側の立場に立った情報発信の方法を模索し
ていく。

グランドデザインは、職員の共通理解が図られている。

グランドデザインは、家庭や地域の理解が図られている。


